
まちの自由通路
- 近鉄弥富駅―JR・名鉄弥富駅　駅周辺計画 -

2 つの駅を繋ぐ通路は、形を変えながらまちに寄生し

私たちの行為をさらに「自由」にする



04 設計趣旨 plan

民間の駐輪場として利用されている 4軒の建物。

現在の軸組みを残したまま、木造である 2軒には鉄骨フレーム、

鉄骨である 2軒には門型鉄骨フレームを挿入する。

これらは橋を支える構造の役割も果たす。

鉄骨の橋スラブを
路地を挟む鉄骨フレーム

で支える

通路が
路地を横断したり

通路が既存建物の
庇のように取り付いたり

JR・名鉄の供用駅

近鉄弥富駅

近鉄・JR・名鉄の 3線が通る弥富駅。

通勤・通学以外にも乗り換えの駅利用も多い。

また、名古屋駅まで 20 分という

アクセスの良さからベッドタウンとして

近年発展している。
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2 駅の位置関係

2つの駅は市の北側に位置している。

約 100 メートル程の距離にあり、

電車到着時にはそれぞれの駅の乗降者や

送迎車待ち等沢山の人で溢れかえる

市の中心の場所。

大型スーパー

02 —1 駅前開発への違和感 problem

弥富市の事業

「JR 名鉄弥富駅自由通路および橋上駅舎化事業」

令和 9年度完成予定　弥富駅前構想イメージ図　

駅前再開発が様々な地域で

行われている。

弥富市で事業が進んでいるが、

再開発によって

駅前の風景が画一化されていく

ように感じる。

02 —2 まちの変化 problem

大型スーパーや国道一号線の開通。

車での暮らしに重きが置かれている。

賑わっていた駅前商店街は、

駅へ向かうのに通らざるを得ない車道へと

変化した。

人々の居場所であったはずの道は

人々が居ると危険な場所へと

変わってしまった。

3本の線路の北側と南側にはどちらにも商業施設があるため、

線路を渡ること無くとも行動が完結してしまう。

また駅の送迎の際には連続する踏切で交通渋滞が発生し、自転車や歩きで

駅を行き来する人にとっては危険な状態。

駅前商店街

分断されたまち

1日の平均乗降者数

JR弥富駅：2,886 人

名鉄弥富駅：4,000 人

近鉄弥富駅：11,423 人　(弥富市資料より )

駅周辺には駅前商店街が数か所存在する。

国鉄が通っていたこともあり、

戦後は人々が集まる賑わいの場所だった。

現在商店自体は開いておらず

建物がそのまま残っている景観が多く見られる。

駅前の民間駐輪場

残存する建物の中には、

映画館や住宅で利用していた建物を

現在は民間の駐輪場

として利用している建物が沢山ある。

地域の在り方は様々であるのに対し

駅前の開発はどこも同じで良いのだろうか。

都市計画道路

送迎車やタクシーのためのロータリーの追加や

車道拡幅など、車や駅前機能の

便利さを重視した開発が行われる。
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インフラが建築スケールに寄り添う

〈構造ダイアグラム〉

建物を縫う自由通路

既存フレーム

橋のスラブ

新たな鉄骨フレーム

まちのシンボルとしての通路

既存建物を縫うように橋を架けることで、

通路を建物の一部のように扱う。

斜めに位置する建物を縫うことで左右交互に光を取り入れる。

幅や高さが様々に変化する路地の通路。

変化する通路は、路地での人々の過ごし方をさらに「自由」にする。

幅と高さで過ごし方を自由に

アクティビティに使って

長時間過ごしたり

腰掛ける

居場所になったり

ちょっと

立ち話をしたり

みんなの

屋根となったり

南北に伸びる自由通路は広場の屋根へと変化する。

スロープは勾配のある屋根となり、地上の活動に表情をもたらす。

多方向からの

人の流れを受け止める

商店街から

踏切から

電車からの視線

駅から

ロータリーから

中央を囲うように

降りてくる

配置図　S＝1:3500
N

上下の境界を曖昧にする

地上と通路が分離してしまわない様に

上下移動の階段やスロープに居場所を与える。

居場所を介して通路と地上を行き来することができる。

自転車のまま利用できる

カウンター
踊り場が駐輪場

踏面の大きい階段には

留まれる

03 まちの自由通路 concept
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通路の上では安全に集うことができる

自転車や歩行者だけの居場所

“分断されたまちを人の居場所でつなぐ” 線路を「渡る」行為が「通る」行為へと変わり、人々の直接交流を取り戻す。

通路は駅前商店街や大型商業施設への道へと繋げ、歩きや自転車で線路を渡るきっかけをつくる。
通路の周りに建つ既存建物と絡み合わせることで新たな居場所を創出する。

通路はまちに寄生し、周辺環境を巻き込んでいく。

つなぐ のばす からめる
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大型スーパーへの道

商店街への道

JR・名鉄弥富駅
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ロータリー

ロータリー

国道一号線大型スーパー



半屋外空間である地上は

ワークショップやイベント

を開催するみんなのホール。

平日はＢ型就労支援施設の

活動を行う。2層目には

橋から繋がる駐輪場を

設置、地上の活動を見下ろす

キャットウォークにもなる。

既存の用途のまま、

駐輪場として利用する。

既存の鉄骨フレームよりも

さらに高い位置に橋の

スラブがかかりその隙間から

路地に光が届く。

屋根の高さにかかるスラブ

は屋上として留まれる。

地上は無人販売やマルシェ

を開催するみんなの広場。

フレーム内に入ってくる橋は

大きく高さを変え、

広場での椅子やカウンターの

役割を果たす。

地上では路地に面した

コーヒースタンドで

カフェの利用ができる。

橋から内部へ入る 2層目

に自転車を置き、地上の

席へ降りて利用ができる。

ロータリーにも面し送迎待ちの

人の居場所ともなる。 路地部分　1階平面図　S＝1:150

N

駐輪場

みんなのホール

B型就労支援施設

カフェ

みんなの広場



全体平面図　S＝1:700

N

テラス

駐輪場

まちにわ広場

まちあい広場

南側ロータリー

中央ロータリー

北側ロータリー

近鉄弥富駅

JR・名鉄弥富駅

車窓からも目に入り町の顔となる

南側の屋外広場。

帰ってきた人々が寄ることのできる

キッチンカーや名産である

金魚の日本一を決める金魚大会等の

地域のイベントが

スロープの屋根のもとで行われる。

北側に伸びるスロープは

バスや送迎車を待つ人々の

屋根となる。

途中の踊り場では休憩をしたり、

向かい側の

活動を眺めることができる。

弥富市金魚大会

向かい側ではお祭りの練習が行われる

まちあい広場

まちにわ広場



南立面図　S＝1:400

既存建物の高さより 800ｍｍ高い位置にかかる橋のスラブ。

2段階の屋上テラスとなる。

建物に入り込む通路からは 1階を見下ろすことができる。

地上は、2層分の高さをもつ屋根がかかる開放感のある

みんなのホール。

既存建物を縫うことで左右交互に光を取り入れる。

橋を支える鉄骨フレームは建物の一部のように存在する。

橋から直接建物に入り込み、

自転車のまま建物に立ち寄ることのできる通路。

今日は何の
ワークショップかしら 帰りにカフェにでも

寄っていこうかな

乗り換えの時間まで
ゆっくりしよう

アイツ次の電車で
帰ってくるかなー

お弁当1つください！

駅から路地に繋がる通路。

通路を通りながらも地上の活動を感じることができる。

迎えが来るまで
ここで休もう

このままスーパーまで
行っちゃおうかな
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